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理的に細菌が洗い流され、鮮度管理ができる。
３）ストレスを与えない水揚げ手法の開発、畜
養によるストレス回復と付加価値向上

養殖ブリ水揚げ時に、網を絞り最初に取り
上げたものはストレスが低く、最後まで網に残
ったものは高ストレスで鮮度が早く落ちる。

安静に水揚げするための技術開発として、電
機タモによる鎮静化の協同研究を行っている。
サケ類では効果が高いものの、ブリでは電圧の
強さにより骨折や内出血が起こる。
４）畜養によるストレス回復とサバの品質向上
（付加価値向上）

漁獲ストレスを低減させるため、安静期間を
設けるためサバを畜養し、品質向上・魚価向上
につなげる取組が行われている。旋網漁業者の
取組事例によると、サバ水揚げ量における畜養
の割合は全体の1.7%であるが、売上金額では17
％となっている。
５）刺身用を目的とした冷凍について

鹿児島県水産技術開発センターでは、刺身用
商材としての冷凍保存試験を行っている。サバ
の場合、海水氷〆後、直ちに凍結処理を行う、
また、首折〆であっても死後8時間後に凍結処
理を行うことで高品質を保つことが出来る。
６）冷凍技術の効果的使用方法について（保管
温度の重要性）

生鮮魚とエアブラスト急速処理後の冷凍保管
魚の比較では、-20℃一ヶ月保管では筋組織の
崩壊がみられるのに対し、-35℃保管の場合、
崩壊は見られない。-20℃下での保管中にタン
パク質が変成し、保水能力が失われ、解凍時の
復元も悪くなる。急速凍結後の保管は-25℃以
下の低温保存が望ましい。
１．各県普及事例報告

九州各県より、以下の情報提供があった。
１）養殖カキの食害防止技術の普及

福岡県水産海洋技術センター 佐藤利幸氏
２）ほぐし乾燥によるノリ原藻冷凍保存技術

佐賀県有明水産振興センター 増田裕二氏
３）赤潮監視モニタリング体制の整備

上五島水産普及指導センター 前田将宏氏
４）アオノリ養殖販売指導

熊本県県南広域本部水産課
生嶋登氏 櫻田清成氏

５）中津市小祝地先におけるカキ養殖の取り組
みについて
大分県北部振興局 堀切保志氏

６）小学校での水産教室食育・地産地消講習会
宮崎県児湯農林振興局 岡崎敬氏

７）県産水産物加工品生産者支援事業
沖縄県水産海洋技術センター

久保弘文 牧野清人
２．意見交換

鹿児島県担当者より、浜の活力再生プランに
ついて各県で今後の補助事業導入やその他に関
して何らかの有益生があるかについて質問がな
された。大凡の県が今後の補助事業導入を目的
として策定しているが、広域プランでの施設整

備や漁船リースにおいて、漁村活性化や漁業
後継者確保への足がかりと考えている県もあっ
た。沖縄県としては、現在の漁村活性化におけ
る状況把握および今後に向けた方針について検
討する良い機会ととらえている他、広域プラン
においては将来的な漁連市場機能の移設にから
めて作成をすすめている由を説明した。
3．その他 次回開催県決定等

次回開催県として、沖縄県が候補に挙がっ
ており、全員一致で決定した。また、久保班長
より、次回開催に向けての挨拶があった。

◆漁業士活用育成事業
平成28年度漁業士認定事業

水産海洋技術センター 牧野清人

１．漁業士認定及び審査状況
漁業士制度は、地域漁業振興の中核的漁業者

を育成する目的で昭和61年度から全国一斉にス
タートした。本県も昭和61年度には6名の漁業
士が認定されて以来、平成28年4月現在で58名
となっている。その内訳は、名誉指導漁業士4
名、指導漁業士32名、青年漁業士22名である。

平成28年9月9日に県庁において平成27年度漁
業士認定審査会を開催、2漁協、2市村より推薦
を受けた指導漁業士候補2名について審査し、2
名全員を認定した。

２．平成28年度認定漁業士紹介
●指導漁業士

宮古島漁協 根間研二
昭和 41 年 8 月 21 日生まれ（50 歳）
平成18年に宮古島漁業協同組合に加入し、夏場

は追い込み網漁業に従事し、冬場はオキナワモズ
クおよびイトモズク養殖業を営んでいる。追い込
み網漁業については10年以上のキャリアを有し、
漁場や漁法についても熟知し、グループの中堅を
担っている。また、7年ほど前から狩俣地区のモ

ズク培養種の管理も責任を持って務めている。地
元では後継者育成にも積極的に取組み、海岸清掃、
オニヒトデ駆除や魚食普及など、宮古島の漁業集
落活動を牽引している。

八重山漁協 仲田森浩
昭和 35 年 12 月 16 日生まれ（56 歳）
昭和57年に小型定置網、カゴ網漁業に従事し、

平成6年に独立して以降、定置網漁業やカゴ網
漁業の他、ウミブドウ養殖、ヤイトハタ養殖や
観光漁業にも取り組むなど複合的かつ先進的な
漁業経営を実践してきた。定置網ではサメによ
る食害に悩まされてきたが、独自の対策を施す
ことで被害の軽減に成功。また、カゴ網漁につ
いては夏場の魚価の低下を考慮し、生産活動を
徐々にウミブドウ養殖へシフトするなど、技術
面、経営面の両面で非常に優れた能力を有して
いる。漁協青年部次代には部長を務め、漁業集
落では委員長として漁業者のとりまとめ役を担
い、漁協の理事として組合運営にも積極的に協
力している。

第22回青壮年女性漁業者交流大会における漁業士認定式（右から仲村剛統括監、島尻勝広農林水産
部長、実績発表者2名、根間研二氏、仲田森浩氏、上原亀一県漁連会長）


